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会 議 名 平成３０年７月３１日定例記者会見 

日   時 
平成３０年７月３１日（火） 

午前１０時～１０時２５分 

場   所 庁議室 

 

発言者 内         容 
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開会 

それでは定刻になりました。ただいまから定例記者会見を始め

ます。本日は市からの発表事項が２件、報告事項が３件となっ

ております。 

それでは市長、よろしくお願いいたします。 

 

みなさんおはようございます。まず私から発表並びに報告をさせ

ていただきます。 

市からの発表事項 

（１）♪音楽堂♪ネーミングライツ・パートナー決定！！ 

まず１つ目は、音楽堂のネーミングライツのパートナーが決定し

たということです。 

これまで音楽堂に対するネーミングライツを募集しておりまし

たが、この度２にあるように、愛称はふくしん夢の音楽堂、そし

て、導入期間は来年の４月から５年間ということになります。ネ

ーミングライツ・パートナーは福島信用金庫さん。ネーミングラ

イツの料金は年額５００万円ということで、これに消費税が加算

されるという仕組みです。 

ちなみに今回のネーミングライツは、我々から施設を特定して募

集したのではなく、まず企業さん側からこの音楽堂のネーミング

ライツを募集してほしいと要請をいただき、募集に至りました。 

音楽堂に関しては、２の愛称の※印にもあるように、大変音質も

高く全国的にも評価されている音楽堂です。そして昭和５９年の

開館以来、市民に長く愛されておりますので、それに相応しい名

称をということで募集させていただきました。音楽堂という名前

は（愛称に）入れて欲しいということでお願いをしました。 

ネーミングライツ料は年額３００万円以上ということですが、今

回こういった要件に合致するということで、「ふくしん夢の音楽

堂」で福島信用金庫さんに決定をさせていただきました。 

音楽堂は、青少年はもとより、全国の音楽を愛する皆さんに夢の

ある音楽をお届けするという施設ですので、非常に、この施設に

相応しい名前ではないかと受け止めております。 

ちなみに本市のネーミングライツは、児童公園、パークゴルフ場、
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福島市体育館・武道場、この３つの施設について決定をいたして

おります。昨年度決定しました。ですから今回の施設が４つ目と

いうかたちになります。１つ目の発表事項については以上です。 

 

（２）福島市・飯野町合併１０周年記念事業を実施します 

２つ目は、福島市・飯野町の合併１０周年記念事業を実施します

ということです。 

１０年前の７月１日に福島市と飯野町は合併をいたしました。今

年で１０年という節目を迎えまして、この節目に福島市と飯野町

のさらなる一体感を醸成し、今後も魅力あるまちづくりを進める

ため、１０周年の記念事業を実施するというものです。 

内容はいくつか分かれておりまして、１つは記念式典です。これ

は８月８日に１０時から行います。飯野中学校と中学校の屋内運

動場を借りて実施をいたします。それからもう１つは、同じ日に

実施いたしますが記念講演というかたちになります。これは飯野

町出身のサントリー食品インターナショナル株式会社、サントリ

ー食品アジアの社長である齋藤和弘さんをお招きして、「たくさ

んの失敗とほんの少しの成功」という演題で、ご講演をいただき

ます。それから記念事業としては、記念誌の発行を予定しており

まして、これは記念式典の日に来場者に配布をさせていただき、

併せて町内会などを通じまして、８月の末頃に地区内の各校にも

配布をするという予定でおります。 

なお、この主催は、福島市・飯野町合併１０周年記念事業実行委

員会で、その皆さんは次のページにある通りでございます。発表

事項は以上で、続いて報告事項に移らせていただきます。 

 

市からの報告事項 

（１）東北中央道観光発掘！ 

～東北中央道と「道の駅」の活用による地域活性化社会実験～ 

その１点目は、東北中央自動車道の観光の魅力を発掘するため

に、中央道と道の駅の活用による地域活性化社会実験を実施する

というものです。 

ご承知のように、昨年東北中央自動車道の、福島大笹生と米沢北

まで開通いたしました。さらに今年は、相馬・福島道路、霊山ま

でが開通いたしました。高速交通網のネットワークの充実を活か

して、それからいろいろな道の駅がその沿線に出来ていますの

で、それを活かして広域観光の周遊と地域内周遊を組み合わせた

地域活性化を検証する社会実験を行うというものです。 

これは国土交通省に、この事業の申請をしていましたが、この度

７月２５日に採択が決定されたというものでして、これは全国で

１３か所あるのですが、東北では福島のこの社会実験が唯一とい
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うことです。 

どういった内容かというと、次のページの資料をお開きいただき

たいと思うのですが、実施する区間は、右の半ばの図をご覧いた

だきたいのですが、米沢の道の駅、福島大笹生と福島、霊山を経

由し、そして相馬に至るルートになります。この「道の駅そうま」

と「道の駅米沢」の間を広域周遊バスを走らせます。 

それからそれぞれの拠点で事業をやるようにしていまして、左下

の４つの枠を見ていただきたいのですが、「道の駅福島」、実際は

まだないので大笹生で、十六沼でやるようにしていますが、そこ

を拠点にサイクリングコースを設定して社会実験をします。それ

から、「道の駅そうま」でもサイクリングコースを設定した実験

を行います。それから米沢では、「道の駅米沢」と上杉神社を結

ぶシャトルバスを運行させます。さらに「道の駅伊達の郷りょう

ぜん」では、歴史巡りができる周遊バスを試行すると、このよう

な内容になっています。それから道の駅の米沢と霊山では、広域

周遊のゲートウェイ検証ということで、広域情報コーナーを設置

いたしまして、そしてその効果を検証するというものです。 

こうした内容のことを国費１００％で実施いたしまして、我々と

してこういったものの効果や問題点などを検証するというもの

です。検証の内容は、最初の発表事項に戻っていただいて、５に

書いてありますのでご覧いただければと思います。 

やはり交通ネットワークを積極的に活用していかないとなかな

かまた観光に結び付きませんので、こういったことをやりながら

さらなる観光の活性化をはかってまいりたいと考えております。 

 

（２）新たな希望のシンボル誕生！！ 

～ようこそふくしまへ サン・チャイルド除幕式開催～ 

それから２つ目は、先日発表させていただきました、新たな希望

のシンボル、サン・チャイルドの除幕式を８月３日に行うという

ものです。 

これです（パネルを出す）。場所はこむこむの敷地内に設置をし

ております。今ちょうど工事をやっております。そこで除幕式を

行うというものでありまして、この時には作者のヤノベケンジさ

んにもおいでいただきますし、寄贈いただきましたふくしま未来

研究会の佐藤代表にもご出席をいただいまして、除幕式を行いた

いと思っております。夏休みの期間ですし、わらじ祭りが始まり

ます。ぜひ多くの皆さん、特に子どもたちに見てほしいと思いま

す。 

 

（３）東京２０２０ ２年前カウントダウンスタート！ 

３点目はオリンピックの関係です。東京２０２０の２年前のカウ
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ントダウンをスタートするというものです。 

オリンピックに関しては、一昨日のふくしま花火大会でカウント

ダウン花火というものを実施しまして、古関さんの音楽と相まっ

てすごくスポーツの、オリンピックムードが充満してきたという

雰囲気がしているのですが、これに限らずカウントダウンの取り

組みを進めるというものです。 

１つは市のホームページ、それから市の公式ＳＮＳでのカウント

ダウンということで、市のホームページではトップページの１番

上にバナーを作り、そのバナーから入っていただければオリンピ

ックのページに移ることができます。このバナーでは「あと何日」

というような形で表示をさせていただきます。それからＳＮＳで

はまず私がやったのですが、こういうボードを持ちまして、今は

まだ２年前で出ていますが、これから私だけではなくて、市民の

皆さんやいろいろな方に登場いただいて、毎週こういう１０３週

とか１０２週とか、そういうボードを持っていただいて、そして

ＳＮＳに掲載する。こうして市民の皆さんと共に盛り上げを図っ

ていきたいと思っております。 

それから８月２日に、これも前に発表させていただきましたが、

国体記念体育館で２年前のイベントの実施いたします。その時に

カウントダウンボードの除幕式を実施するわけですが、その除幕

したものはその後この本庁舎の１階ロビー、エントランスホール

に設置をする予定でございます。そうしたことで、オリンピック

を迎えていきたいと考えております。 

私からの発表並びに報告は以上です。皆さんからどうぞ。 

 

質疑応答 

それではただいまの発表・報告事項について質疑応答に移りま

す。ご質問がございましたら挙手、氏名ののち、社名とお名前を

おっしゃっていただき、ご発言をお願いいたします。それではど

うぞ。 

 

２点お伺いします。まず報告事項の１番にある道の駅の公益の活

性化社会実験の件ですが、広く浜通りから米沢までの人の動きを

これで喚起するのが目的だと思うのですが、この２か月間の実験

の中でどういったところを重点として見極めて、それをどう今後

の施策として活かしていきたいかという考えをお伺いできれば

と思います。 

 

まず観光広域の公共交通を作るので、どれだけニーズがあるかと

いうのが大事だと思います。これには当然事前の発表やＰＲが大

事だと思っておりますが、そういったニーズを確かめるというの
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がまず１つ大きなポイントだと思います。それからこの時に一緒

にアンケート調査なども実施しますので、そもそも交通のニー

ズ、あるいはどういう路線を活かした観光を望まれているかとい

ったことも併せて調査したいと思っております。それから、それ

ぞれサイクリングコースやシャトルバスをやっていますので、こ

れをやることでどのような効果があるかといったニーズについ

ても実施できると思います。それからこの実験と合わせて道の駅

の運営者や地域内の観光施設から利用者数の動向、売り上げの状

況などをヒアリングするつもりでいますので、そういった状況も

確認しながら今後の活性化策、施策に反映させていきたいと思っ

ています。 

 

ありがとうございます。２点目なのですが、１番最後のオリンピ

ックのカウントダウンの話で、おそらく市のフェイスブックやツ

イッターでいろいろな方に登場していただいていることになる

のですが、どれくらいのペースでやろうとお考えなのかと、参加

の規定は市の方で指定するのか、自分たちの団体も出たいという

候補制というのもあるのかをどうお考えになりますか。 

 

これを見ていただければ分かる通りですね、毎週、週単位でやろ

うと思っています。それからどういう人に来てもらうかという

と、明確な基準はなくて、例えばいろいろなイベントに来ていた

だいた方とか、実際はこのあいだの花火大会で撮影させていただ

いたり、そのような感じでいろいろな一般の人に参加いただいて

盛り上げを図りたいと思います。ただ「自分もぜひ出たい」とい

うのを言っていただければ我々「ではどうぞ」と取り上げるのも

やぶさかではないというところです。 

 

そうするといろんな団体の人というよりかは一般の市民の方々

も含めての参加という意味ですね。 

 

そうですね。よくテレビでやるじゃないですか。視聴者参加型で

「皆さんどう思いますか？」とか。あのような感じのノリでやろ

うというのが最初の我々の意向ですね。 

 

他にありますか。どうぞ。 

 

発表事項の１つ目の音楽堂のネーミングライツ・パートナーの件

ですが、この愛称「ふくしん夢の音楽堂」を受けて市長の率直な

ご感想というか想いをもう一度教えていただけますか。 
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記者 

はい。夢の音楽堂という名前で、音楽堂が持つこの高い品質を使

って夢のある音楽をお届けするという趣旨は、私は非常にいい名

前になったと喜んでおります。ぜひこれからコンテンツという、

提供する音楽の中身をより一層充実させて、この音楽堂がますま

す地位があがるというか、いいものになるように努めていきたい

と思います。 

 

他にございますか。どうぞ。 

 

報告事項の１件目の５番のその他のところに東北中央道地域活

性化社会実験協議会とあるのですが、協議会のメンバーを教えて

いただきたいのと、社会実験のためにつくられた協議会だと思う

のですが、社会実験が終わったあとは解散になるのではないかと

思うのですが、来年度に向けてこの枠組みでどうしていきたいか

現段階で教えていただきたいと思います。 

 

メンバーはこれから事務方から報告いたします。今後の話なので

すが、一応これは社会実験をやるメンバーということでやってい

ますけど、広域観光に関しては今、相馬、伊達、福島、二本松の

４市で広域観光、県の事業をやっています。我々もその中でぜひ

米沢市にも入っていただいて、より連携を深めていきたいという

意向もありますので、これからぜひ米沢市さんにお願いをして広

域観光を米沢市も含めた形で発展的にまた進めていきたいと思

っています。ただ事業として大枠では今私が申し上げた５市にな

るわけですけど、その中であくまでこのルートだけでやる事業の

場合は、その４市でなにかしらの組織なりを組んでやるという場

合もありえると思いますが、そこは柔軟に考えたいと思います

が、ぜひ広域観光に関しては米沢市も含めてその後もぜひ活かし

ていきたいと思っています。 

では事務方から。 

 

構成員は、福島、伊達、相馬、米沢の４市、それから桑折町、そ

れから福島県、山形県、福島、相馬、米沢、伊達にかかります商

工会議所または商工会、それから観光コンベンション協会、合わ

せて２２団体になっています。それからオブザーバーといたしま

して、国土交通省、それからＮＥＸＣＯ、東日本高速道路株式会

社となっております。 

 

他にございますか。 

 

発表事項１のネーミングライツなのですが、ちょうど昨年度で３
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例あったというお話があったのですけど、それ以前も合わせると

今回は何例目になるのでしょうか。 

 

昨年のものがある意味初めてなのでこれだけです。 

 

他にございますか。ご質問の方はよろしいでしょうか。 

それではその他、発表事項以外の点でもけっこうでございます。

ご質問ございましたらお願いします。 

そのほかフリーでのご質問なのですがございますか。 

よろしいですか。それではご質問がないようですので、以上をも

ちまして本日の定例記者会見を終了いたします。 

 

閉会 

 


